


 

 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 血液安全係 宛     

 
ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４ 

 

令和８年１月14日 第２回安全技術調査会 

寄附金・契約金等の受取（割当て）額について、以下のとおり回答する。 

 

議題１： 変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に係る献血制限について 

 

企業名：日本赤十字社 

■ 受領なし 

□ ５０万円以下 

□ ５０万円超～５００万円以下 

□ ５００万円超 

 

 

 

令和 7 年 12 月 15 日 

現 職  東京医科大学 医学部 臨床検査医学分野 教授      

氏 名  天野 景裕                              

 

 

 

※ 申告対象期間は、過去3年分とし、最も受取額の多い年度について回答する。 

利益相反回答表 

※受取有りの場合 

□ 令和５年度 

□ 令和６年度 

□ 令和７年度 

別紙 





 

 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 血液安全係 御中     

 
ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４ 

 

令和８年１月14日 第２回安全技術調査会 

寄附金・契約金等の受取（割当て）額について、以下のとおり回答する。 

 

議題１： 変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に係る献血制限について 

 

企業名：日本赤十字社 

☑ 受領なし 

□ ５０万円以下 

□ ５０万円超～５００万円以下 

□ ５００万円超 

 

 

 

令和７年 12月 23日 

現 職  国立医薬品食品衛生研究所 生物薬品部長         

氏 名  石井明子                               

 

 

 

※ 申告対象期間は、過去3年分とし、最も受取額の多い年度について回答する。 

利益相反回答表 

※受取有りの場合 

□ 令和５年度 

□ 令和６年度 

□ 令和７年度 

別紙 



 

 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 血液安全係 御中     

 
ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４ 

 

令和８年１月14日 第２回安全技術調査会 

寄附金・契約金等の受取（割当て）額について、以下のとおり回答する。 

 

議題１： 変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に係る献血制限について 

 

企業名：日本赤十字社 

■ 受領なし 

□ ５０万円以下 

□ ５０万円超～５００万円以下 

□ ５００万円超 

 

 

 

令和 7 年 12 月 16 日 

現 職   東京女子医科大学 血液内科                 

氏 名   瀬尾 幸子                             

 

 

 

※ 申告対象期間は、過去3年分とし、最も受取額の多い年度について回答する。 

利益相反回答表 

※受取有りの場合 

□ 令和５年度 

□ 令和６年度 

□ 令和７年度 

別紙 







 

 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 血液安全係 御中     

 
ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４ 

 

令和８年１月14日 第２回安全技術調査会 

寄附金・契約金等の受取（割当て）額について、以下のとおり回答する。 

 

議題１： 変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に係る献血制限について 

 

企業名：日本赤十字社 

☑ 受領なし 

□ ５０万円以下 

□ ５０万円超～５００万円以下 

□ ５００万円超 

 

 

 

令和 ７  年 １２ 月 １５ 日 

現 職  国立健康危機管理研究機構・副理事長 

氏 名  脇田 隆字                   

 

 

 

※ 申告対象期間は、過去3年分とし、最も受取額の多い年度について回答する。 

利益相反回答表 

※受取有りの場合 

□ 令和５年度 

□ 令和６年度 

□ 令和７年度 

別紙 



 

 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 血液安全係 御中     

 
ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４ 

 

令和８年１月14日 第２回安全技術調査会 

寄附金・契約金等の受取（割当て）額について、以下のとおり回答する。 

 

議題１： 変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に係る献血制限について 

 

企業名：日本赤十字社 

■ 受領なし 

□ ５０万円以下 

□ ５０万円超～５００万円以下 

□ ５００万円超 

 

 

 

２０２５年１２月１５日 

現 職      宇都宮市保健所 所長                  

氏 名      中村好一                          

 

 

 

※ 申告対象期間は、過去3年分とし、最も受取額の多い年度について回答する。 

利益相反回答表 

※受取有りの場合 

□ 令和５年度 

□ 令和６年度 

□ 令和７年度 

別紙 


